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山響ファンクラブ 平成２２度実施事業 

ゲネプロ見学会等の定例的な事業については、欠＜ことな＜実施したが、動員数は全般的に低調だった。 

創立１０周年を迎えたが、具体的な行事は企画、実行することができなかった。 

 

平成２３年度事業方針 
・ 昨年度に引き続き、会報やホームページの充実を図ります。また、ゲネプロ見学やホームページの活性

化を図り、より多＜の会員が活発に活動するファンクラブを目指していきます。 

・ 来年の楽団 40周年にむけて、会員及び関係者と協力し、可能な施策を講じていきます。 

 

会員数      平成２３年８月３１日現在  ９１名（平成２１年度末 ９０名） 

  



東日本大震災をめぐる山形交響楽団の動き 
 ３月１１日午後２時４６分に発生した地震は、東北から関東にかけて広い範囲にわたって、甚大かつ深刻

な被害をもたらしました。山形県内でも各地で震度５強を観測しました。山形交響楽団においては、震災当

初こそ大きな影響を受けたものの、幸い人的被害、物的被害もなく、演奏会場も無事だったことから、通常

の演奏活動に加えて、被災者支援の活動にも積極的に取り組んでいます。 

 

◎3月 11日第 16回鶴岡定期・3月 12日第 211回定期演奏会 

 鶴岡でのリハーサルの最中に地震が発生。楽団関係者、聴衆の安全確保のため、公演中止。翌日も山形市

内の停電のため県民会館が使用できず中止となりました。 

 

◎3月 27日「オーケストラの日」 

 例年、ゲネプロ見学とオーケストラ探検とコンサートの３点セットなのですが、今回はコンサートのみ。

「被災者支援コンサート」と銘打って、入場料と募金は、すべて震災義援金として寄付されました。 

 

◎第 212回（４月）以降の定期演奏会 

 開場後のホワイエにおいて、団員持ち回りで「東日本

大震災」被災者支援プレコンサートを開催。義援を呼び

かけ、多くの方々の善意を集めています。 

現在も継続中。 

 

 

山響ファンクラブの震災支援の取組み 

◎4月 16日・17日第 212回定期演奏会 

 ファンクラブ・スタッフは、東日本大震災における想像

を超える被害を目の当たりにし、被災された方々のお見舞

いの気持ちをせめてもの行動で表したいと思い、演奏会終

了後、楽団のお手伝いの形で、震災義援金箱を手分けして、

一緒に募金を呼びかけました。 

 

◎仙台フィル義援金募集 

 お隣の仙台フィルハーモニー管弦楽団（仙台フィル）では、地震による損壊で会場が使用できず、６月ま

で演奏会の中止を余儀なくされました。経営的に厳しい状況にもかかわらず、被災地や避難所での慰問コン

サート（無料）など被災地の方々の精神的支援に精力的に立ち上がっております。そんな折、日本オーケス

トラ連盟、日本プロオーケストラファンクラブ協議会（ＪＯＦＣ）から、仙台フィルの活動を支援しようと

呼びかけがありました｡お隣の街でお互いに交流が深いこともあり、ＪＯＦＣに参加している本会としても、

４月１２日より会員向けに義援金募集のお知らせを行う形で支援活動に参加することにいたしました。 

 平成２３年８月３１日までの仙フィル義援金の集計  延４９人  金１ ８ ０、２９５円 

となり、多くのご厚意が寄せられたところです。 

 また、当会の予算からも仙フィル義援金を支出しました。 

 なお、当会会員からの義援金については、当面、期限を設けず受付けることとしております。 


